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話題
街に
ひろう

平
成
23
年
秋
の
叙
勲

第
17
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　長年にわたり、社会のために尽力した叙勲などの受

章者が発表され、市内では次の方々が受章しました。

　皆さん受章おめでとうございます。

※
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

佐
藤　

俊
文
さ
ん

（
元
警
視
庁
警
視
正
）

瑞
宝
双
光
章野

内　

茂
さ
ん

（
元
警
視
庁
警
視
）

瑞
宝
単
光
章

天
ヶ
谷　

忠
行
さ
ん

（
元
東
京
消
防
庁消

防
司
令
長
）

瑞
宝
小
綬
章

勢
木　

紘
治
郎
さ
ん

（
元
札
幌
食
糧
事
務
所
長
）

瑞
宝
中
綬
章

稲
葉　

忠
興
さ
ん

（
元
北
海
道
農
業
試
験
場
長
）

瑞
宝
単
光
章

茂
手
木　

小
夜
子
さ
ん

（
元
裁
判
所
技
官
）

瑞
宝
小
綬
章

林
田　

耕
一
郎
さ
ん

（
元
農
林
水
産

消
費
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
）

瑞
宝
双
光
章

齋
藤　

和
彦
さ
ん

（
元
衆
議
院
参
事
）

瑞
宝
単
光
章

寺
田　

勝
男
さ
ん

（
元
茨
城
県

牛
久
町
消
防
団
団
長
）

受章おめでとうございます
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1 大関昇進を祝う懸垂幕　2 市役所本庁舎正面玄関

前で稀勢の里関を待つファンの皆さん　3 市役所を

表敬訪問した稀勢の里関

　

11
月
、
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た「
大
相
撲
十
一
月
場
所
」
で
、
牛
久
市
出

身
の
稀
勢
の
里
関
が
、「
大
関
」昇
進
を
決
め

ま
し
た
。

　

11
月
30
日
に（
財
）
日
本
相
撲
協
会
に
よ

る
番
付
編
成
会
議
と
臨
時
理
事
会
が
開
か

れ
、
稀
勢
の
里
関
の
大
関
昇
進
が
正
式
に

決
定
さ
れ
る
と
、
牛
久
市
役
所
庁
舎
正
面

玄
関
に「
祝　

新
大
関
昇
進　

稀
勢
の
里

関
」の
懸
垂
幕
が
掲
げ
ら
れ
、
見
守
っ
て
い

た
市
民
か
ら
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
行
わ
れ
た
伝
達
式
で
、
稀

勢
の
里
関
は「
大
関
の
名
を
汚
さ
ぬ
よ
う
精

進
し
ま
す
」と
口
上
を
述
べ
ま
し
た
。

　

12
月
12
日
に
は
、
稀
勢
の
里
関
が
市
役

稀勢の里関プロフィール

本名：萩原　寛（牛久市出身）

生年月日：昭和61年7月3日

所属：鳴戸部屋（松戸市）

所
を
表
敬
訪
問
。
集
ま
っ
た
約
５
０
０
人

の
フ
ァ
ン
が
大
き
な
拍
手
で
稀
勢
の
里
関

を
迎
え
ま
し
た
。

　

池
辺
勝
幸
市
長
と
の
懇
談
で
、
稀
勢
の

里
関
は「
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
の
で
、

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
上
を
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
外
国
人
力
士
が
活
躍
す
る
角
界

の
中
に
あ
っ
て
、
稀
勢
の
里
関
は
若
手
の

ホ
ー
プ
。
１
月
８
日
か
ら
開
催
の「
大
相
撲

一
月
場
所
」で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

稀
勢
の
里
郷
土
後
援
会
事

務
局（
市
市
民
活
動
課
内
）
☎
内
線
１
６

３
４

牛
久
市
出
身
・
稀
勢
の
里
関
が
大
関
に
！

稀勢の里郷土後援会

会員募集！
　

年会費

個人会員（平成23年12月時点）

　年額1口　3,000円

法人・団体会員年会費

　年額1口　10,000円

会員特典

★1・5・9月の東京場所の番付送付

★1・9月の東京場所の「観戦ツアー」

参加（参加費別途）

★6月頃「総会・激励会」（参加費別途）

★年2回会報送付

※会費・内容については変更する

　場合があります。

申し込み・問い合わせ　稀勢の里

郷土後援会事務局（市市民活動

課内）☎内線1634

1

2

3

　稀勢の里郷土後援会事務局では

随時、会員を募集しています！

はぎわら　ゆたか
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牛
久
の
菊
・
名
称
決
定

　

11
月
に
開
催
し
た「
第
２
回
う
し
く
菊
ま
つ
り
」会
場

で
募
集
し
た
、
３
種
類
の
菊
の
名
前
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
新
た
な
品
種
の
名
称
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

牛久の曙
あけぼの

（紅花） 牛久の輝
かがやき

（黄花）

下村慶子さん（美浦村）命名 落合修一さん（埼玉県）命名
新田一子さん・大崎真帆さん

（共に牛久市）命名

白
しらゆきひめ

雪姫（白花）

常
磐
線
東
京
駅
乗
り
入
れ
促
進
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

現
在
、
常
磐
、

宇
都
宮
、
高
崎
Ｊ

Ｒ
３
路
線
の
平
成

25
年
度
東
京
駅

乗
り
入
れ
に
向
け

た
東
北
縦
貫
線

の
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
11

月
18
日
、
１
本
で

も
多
く
の
常
磐
線

の
東
京
駅
乗
り
入

れ
を
実
現
す
る
た

め
に
、
茨
城
県
常

磐
線
整
備
促
進

期
成
同
盟
会（
会

長
・
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
）ほ
か
関
係
の
団
体
な
ど
が
集
ま
り
、

水
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
で
促
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
中
で
、
常
磐
線
東
京
駅
・
横
浜
駅
乗
り
入
れ

推
進
協
議
会
副
会
長
の
門
井
聡
氏
が
、
地
域
の
声
を
代
表

し
て「
皆
さ
ま
方
一
人
一
人
の
思
い
が
燎
り
ょ
う
げ
ん
原
の
火
の
ご
と
く
、

各
地
域
の
街
へ
と
広
が
り
、
常
磐
線
の
さ
ら
な
る
利
便
性
の

向
上
、
東
京
駅
・
横
浜
駅
へ
の
乗
り
入
れ
を
実
現
さ
せ
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」と
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
月
28
日
に
は
、
茨
城
県
常
磐
線
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
、
茨
城
県
南
常
磐
線
輸
送
力
増
強
期
成
同
盟
会
ほ
か

各
団
体
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
に
対
し
、
常
磐
線
東
京
駅
乗

り
入
れ
の
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
都
市
計
画
課
☎
内
線
２
５
２
３

あいさつをする橋本県知事（写真中央）

秋
の
常
陸
太
田
市
で
楽
し
く
交
流

　

11
月
19
日
、
姉
妹
都
市
の
常
陸
太
田
市
で
牛
久
市

国
際
交
流
協
会
主
催
の「
常
陸
太
田
秋
祭
り
見
学
ツ

ア
ー
」が
行
わ
れ
、
市
民
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
、
急

き
ょ
ハ
イ
キ
ン
グ
か
ら
西
山
荘
散
策
に
予
定
を
変
更
。

参
加
者
た
ち
は
、
徳
川
光
圀
公
ゆ
か
り
の
西
山
荘
で

常
陸
太
田
市
の
大
久
保
太
一
市
長
の
歓
迎
を
受
け
た

後
、
紅
葉
し
始
め
た
園
内
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
た
ち
は
常
陸
太
田
市
か
ら
お
に
ぎ

り
や
け
ん
ち
ん
汁
の
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
を
受
け

た
後
、「
常
陸
太
田
秋
祭
り
」を
見
学
。
名
物
の
手
打
ち

そ
ば
や
地
元
の
農
産
品
を
買
う
な
ど
し
て
、
姉
妹
都

市
の
方
々
と
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

常陸太田市の直売所で買い物を楽しむ参加者たち
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第
17
回
う
し
く
現
代
美
術
展

　

11
月
20
日
か
ら
12
月
４
日
に
か
け
て
、

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
女
化
青
年

研
修
所（
女
化
町
）
を
会
場
に「
第
17
回
う

し
く
現
代
美
術
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
が
行
わ
れ
た
市
中
央
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
作
家
と
来
場
者
が
交

流
す
る
場
面
も
。
つ
く
ば
み
ら
い
市
か
ら

訪
れ
た
女
性
は「
今
日
は
偶
然
に
も
作
家

の
方
と
直
接
話
す
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た

女
化
青
年
研
修

所
で
は
、
11
月

27
日
に
市
民
と

作
家
が
共
同
で

作
成
し
た
作
品

を
囲
ん
で
、
音

楽
な
ど
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

作家の川越氏（写真右）と話す来場者市民と作家の共同作品（中央）

上町ふれあい餅つき大会
　12月10日、上町区民館で「上町ふれあい餅つき

大会」（上町ふれあいサロン主催）が開催されまし

た。「一人ひとりの触れ合いと絆が大切」として、子

どもたちと地域の交流を深めるために企画され、

今回で2回目。当日は、餅つきやけん玉遊びなど

を通して、子どもと地域の人々が交流をしました。

一緒に「よいしょ！」
　11月12日、中根小学校で「ＨＡＰＰＹフェスタ」

が開催され、餅つきと歌などの発表会が行われ

ました。餅つきは、同校近くの田んぼで育てた米

を使用し、地域の方と保護者、ボランティアの

協力を得ながら行われました。児童たちは交流

を深めながら、つきたてのお餅を楽しみました。

女
化
ま
つ
り「
芸
術
祭
・
収
穫
祭
」

　

12
月
10
日
、
女
化
青
年
研
修
所
で「
女

化
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
売
り
上
げ
の
一
部
を
被
災

地
・
岩
手
県
へ
贈
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー

ナ
ー
や
サ
ツ
マ
イ
モ
を
頭
に
載
せ
て
片
足

で
立
ち
、耐
久
時
間
を
競
う「
か
か
し
ゲ
ー

ム
」、
大
や
き
い
も
大
会
、
野
外
演
奏
会
、

研
修
所
で
講
座
を
受
講
し
て
い
る
受
講
生

や
講
師
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
手
作
り
の
と

ん
汁
や
お
は
ぎ
、
地
元
で
採
れ
た
新
鮮

な
野
菜
な
ど
が
売
ら
れ
、
会
場
を
訪
れ
た

人
々
は
、
お
い
し
い
食
事
と
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。

サツマイモを頭に載せて片足立ち！「かかしゲーム」
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地域の安全を守るために
　11月10日、ひたち野交番連絡協議会、牛久警

察署、牛久市は通学児童の安全確保のために中

根小学校区内に設置されているカーブミラーの

清掃を行いました。

いつもありがとう
　11月21日・22日、市役所正面玄関に、ひたち

野牛久幼稚園、牛久幼稚園の園児たちがそれぞ

れ訪れ、市職員や交通安全教室などでお世話に

なっている交通安全教化員に「いつもお仕事お疲

れさまです」とクリスマス飾りを渡しました。交

通安全教化員は「ありがとうござます」とほほ笑

みながらプレゼントを受け取りました。

被ばく量低減に向けた要望書提出
　11月11日、牛久市の子供を放射能から守る協

力ネットワークが、「子どもたちの年間被ばく量

が1ミリシーベルト未満を達成する環境を整えた

い」として、「放射線量の測定と除染」と「保育園、

幼稚園、小中学校の給食について」の要望書を池

辺勝幸市長に渡しました。

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

の
答
申
が
渡
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
30
日
、
市
役
所
で「
平
成
23
年
度

牛
久
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」
の

第
５
回
会
議
が
開
催
さ
れ
、
小
野
宏
哉
会

長
か
ら
市
へ「
一
般
廃
棄
物（
ご
み
）
処
理

基
本
計
画
」の
答
申
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
に
は
、ご
み
処
理
の
現
状
と
課
題
、

そ
し
て
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
の
基
本

方
針
や
ご
み
減
量
化
の
目
標
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
は
答
申
を
踏
ま

え
な
が
ら
、「
一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理
基

本
計
画
」を
定
め
て
い
き
ま
す
。

答申を受け取る野口憲副市長（写真左）

ひたち野牛久幼稚園の園児たち

牛久幼稚園の園児たち

南
の
島
の
ク
リ
ス
マ
ス

　

12
月
10
日
、
ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
で「
南

の
島
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
」（
牛
久
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
紡
ぎ
の
輪
主
催
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

や
し
の
木
や
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
が
飾
ら
れ

た
会
場
で
、
子
ど
も
た
ち
は「
ア
ロ
ハ
～
」

と
言
い
な
が
ら
、
き
れ
い
な
お
花
を
作
っ

た
り
、
箱
で
遊
ん
だ
り
。
最
後
に
皆
で「
南

の
島
の
ハ
メ
ハ
メ
ハ
大
王
」の
歌
を
踊
る

と
、
本
当
に
ハ
メ
ハ
メ
ハ
大
王
も
登
場
！

子
ど
も
た
ち
は
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
や
手

作
り
の
お
店
な
ど
も
体
験
し
、
一
足
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「南の島のハメハメハ大王」（写真左上）と歌う子供たち
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第6回牛久市内高校野球新人戦結果
開催日　11月13日

場　所　牛久運動公園野球場

　市内高校生による野球の新人戦（1・2年生）が行

われ、牛久栄進高等学校（下写真）が初優勝しました。

順　位 高校名
優　勝 牛久栄進高等学校

準優勝 東洋大学附属牛久高等学校

第３位 牛久高等学校

平成23年度行政区パパさん野球大会結果
開催日　10月10日～30日

場　所　市内の球場および広場

　上池台・第8岡見行政区連合チーム（下写真）が、

追い上げる上町行政区を破り、初優勝しました。

順　位 行政区名
優　勝 上池台・第8岡見行政区

準優勝 上町行政区

第３位 むつみ行政区、小坂団地行政区

部門 順　位 チーム名 メンバー

1位

トーナメント

優　勝 牛久卓友会 A 村山・森・平和田・石添・石添
準優勝 サンスポーツ B 小堀・湯田・荒木・梶山・西本・深井・篠塚

第３位
牛久 SC（A）

東洋大牛久 A

桝田・武村・西倉・石原・木村

椎塚・林・渋谷・山田・北寺

開催日　10月2日　　場　所　牛久運動公園体育館

毎年市内および近隣のクラブで交流試合を行っています。230人が参加し、今年も見事牛久のチームが優勝しました。

平成23年度牛久市秋季卓球大会結果

牛久市秋季ソフトボール大会結果
開催日　10月30日、11月13日

場　所　栄町運動広場

参　加　9チーム（220人）

順　位 チーム名
優　勝 栄スピリッツ
準優勝 ファイターズ
第３位 松ヶ丘ライオンズ

ソフトボールメンバー勧誘のお知らせ

　「運動不足解消」に「食欲増進」に、地域の皆さんと一緒にソ

フトボールをやってみませんか。毎週土・日曜日に各地グラ

ウンドに集まって、汗を流しています。興味がある方は、一

度下記までご連絡ください。お待ちしています。

問い合わせ　牛久市ソフトボール部長（菊池）☎874-1480

つ
つ
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丘
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ラ
ブ
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彰
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
１
日
・
２
日
に
石
川
県
金
沢
市
で

「
第
40
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」が
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
約
１
６
０
０
人
が
参
加

し
、
つ
つ
じ
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
柴
田

郡
司
会
長
）
が
地
域
で
の
交
流
活
動
な
ど

を
評
価
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
つ
じ
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
60

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
春
と
秋
の
旅
行

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
通
し
て
、
市
民
同
士
の
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。会
長
の
柴
田
さ
ん
は「
今

後
も
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
を
に
ぎ
や
か

に
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

表彰されたつつじが丘シニアクラブの皆さん
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短
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・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
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ー

南・犬塚さん

お
年
玉
ニ
ッ
コ
リ
笑
顔
小
さ
な
手

刈
谷
町　

小
山
さ
ん

初
詣
健
康
祈
願
手
を
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す

栄
町　

増
田
さ
ん

ス
ト
ー
ブ
に
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グ
ツ
グ
ツ
一
石
二
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く
ら
台　

月
田
さ
ん

裏
庭
に
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に
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れ
ば
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し
く
会
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し
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せ

　

成
長
祝
う
着ち
ゃ
っ
こ袴

の
儀
式神

谷　

岡
本
さ
ん

喜
寿
祝
い
集
い
来
た
り
し
旧
友
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ぶ
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皆
さ
ん
の

　
　

お
便
り
か
ら

イラスト、俳句、川柳など、毎月たくさんのお便りありがとうございます。
紙面の都合上、全てを掲載できない場合がありますが、今後もたくさんのお便り
をお待ちしています。

　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラストや俳句、川柳などを紹

介しています。なお、お便りには住所と氏名、電話番号を記入してください。また、

匿名希望の方は、その旨記入してください。ペンネームもOKです。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

　11月22日、みどり野行政区から牛久市

社会福祉協議会に、「第40回みどり野区文

化祭」で行われたバザーの収益金が寄付

されました（上写真）。この寄付金は、地

域福祉の増進のために使われる予定です。

寄付金のご協力　　　　
ありがとうございます

　12月2日、合同酒精（株）シャトーカ

ミヤから「ふるさと応援寄附金」※とし

て10万円が寄付されました（上写真）。

　11月30日、日本郵政グループ（5社）

から「ふるさと応援寄附金」※として7

万円が寄付されました（上写真）。

※「ふるさと応援寄附金」としていただいた寄付金

は、皆さんのご希望により、市の災害被害活動

支援のために使われます。


